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な
か
ま
を
増
や
し
て

　
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
っ
て
い
こ
う

岩
手
医
労
連
が
定
期
大
会
開
催

科
・
調
理
師
３
名
の
正
職
員
化

を
勝
ち
取
っ
た
岩
手
民
医
労
、

新
築
に
伴
い
「
お
と
め
川
病
院
」

と
名
称
変
更
と
な
っ
た
胆
江
病

院
労
組
、
月
16
回
の
16
時
間
夜

勤
が
常
態
化
し
て
い
る
盛
岡
南

病
院
労
組
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
か

ま
え
た
団
体
交
渉
で
人
勧
に
拠

ら
な
い
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
り
、

来
年
の
病
院
移
転
を
前
に
業
務

量
が
増
大
し
て
い
る
医
大
教
職

組
な
ど
各
単
組
の
状
況
と
、
た

た
か
い
の
教
訓
、
決
意
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
県
医
労
か
ら
は
、

「
12
時
間
二
交
代
」
の
問
題
、
中

央
病
院
へ
労
働
基
準
監
督
署
の

指
導
が
入
っ
た
状
況
と
不
払
い

労
働
一
掃
へ
の
取
り
組
み
の
決

意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
青
年

部
活
動
へ
の
財
政
的
支
援
な
ど
、

積
極
的
な
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
体
制
と
し
て
県
医
労
か
ら

○
○
中
央
執
行
委
員
長
が
委
員

長
に
、
○
○
書
記
長
が
執
行
委

員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
沖
縄
知
事
選
と
西

日
本
豪
雨
災
害
へ
の
カ
ン
パ
が

取
り
組
ま
れ
、
青
年
部
役
員
が

み
ち
の
く
ア
ク
ト
の
財
政
活
動

を
行
い
、
冷
麺
や
日
本
酒
な
ど
、

２
日
間
で
完
売
し
ま
し
た
。

　

岩
手
医
労
連
の
定
期
大
会
が

８
月
25
日（
土
）か
ら
26
日（
日
）、

花
巻
市
「
ホ
テ
ル
志
戸
平
」
で

開
催
さ
れ
、
２
０
１
８
年
度
の

運
動
方
針
と
新
役
員
体
制
を
確

立
し
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
の
討
議
で
は
、
長

い
間
要
求
し
続
け
て
き
た
栄
養

　いわて労連は９月１日（土）、第30回定期大会を
「盛岡市勤労福祉会館」で開催しました。
　運動方針の提案を受けた討論では、ローカルユ
ニオンに加入して団体交渉をした経験、西日本豪
雨災害へのボランティア参加、大企業の内部留保
が400兆円を越えるもと、３割カットで子会社へ
配転され、低賃金改善のため要求を突きつけて
闘っている様子など20人が発言。予算案を含め満
場一致で採択されました。新役員体制では、引き
続き○○・県医労特別執行委員が議長に、中野委
員長が副議長に、○○○特別執行委員が幹事に選
出されました。沖縄知事選の応援として○○議長
が派遣されることが報告され、カンパが取り組ま

れました。機関紙コンクールの表彰では、最優秀
賞はなく、優秀賞の３団体の１つに南光支部機関
紙が選ばれ、同支部○○支部長が受け取りました。
  来賓には、仲野智全労連常任幹事、佐々木弁護士・
憲法改悪反対県共同センター代表、木戸口自由党
参議院議員、斉藤日本共産党県議が出席しあいさ
つ。安倍改憲を許さず、市民と野党の共同を進め
ようとエールが交わされました。

15単組・分会から参加し活発な討論がされた

発言する○○中執（上）、
○○書記次長（下）

機関紙コンクールで南光支部が優秀賞に

8時間働いて暮らせる社会を！
いわて労連第30回定期大会
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看護闘争の歴史が今につながっている看護闘争の歴史が今につながっている
〜看護要求実現全国交流集会〜

　

日
本
医
労
連
主
催
の

「
２
０
１
８
年
度
秋
・
看
護
要

求
実
現
全
国
交
流
集
会
」
が
、

９
月
４
日
か
ら
５
日
ま
で
、
静

岡
県
伊
東
市
で
開
催
さ
れ
県

医
労
か
ら
３
名
、
全
国
か
ら

１
６
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
「
看
護
闘
争
を

前
へ
～
こ
れ
ま
で
の
た
た
か
い

か
ら
学
ぶ
こ
と
～
」
と
題
し
て
、

日
本
医
労
連
元
中
央
執
行
委
員

長
の
田
中
千
恵
子
さ
ん
が
講
演
。

看
護
師
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て
、

救
命
救
急
対
応
が
命
を
救
っ
た

事
例
や
、
故
・
小
林
麻
央
さ
ん

の
ブ
ロ
グ
・
看
護
師
さ
ん
＝
「
ほ

ん
の
数
日
間
の
付
き
合
い
、
ほ

ん
の
５
分
の
会
話
で
私
の
人
生

を
前
向
き
に
変
え
て
く
れ
た
人
」

を
紹
介
し
、
時
代
は
変
わ
っ
て

も
看
護
や
運
動
の
本
質
は
変
わ

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
提

起
。
看
護
闘
争
の
歴
史
が
、
先

の
大
戦
で
従
軍
看
護
婦
と
し
て

動
員
さ
れ
た
痛
苦
の
体
験
か
ら

「
再
び
白
衣
を
戦
場
の
血
で
汚
さ

な
い
」
決
意
で
始
ま
っ
た
こ
と
、

１
９
６
０
年
代
の
結
婚
・
通
勤

の
自
由
、
妊
娠
制
限
の
撤
廃
を

求
め
る
人
権
闘
争
、
複
数
・
月

８
日
以
内
の
夜
勤
制
限
闘
争
、

そ
し
て
１
９
８
９
年
以
降
ナ
ー

ス
ウ
エ
ー
ブ
の
時
代
へ
と
引
き

継
が
れ
た
と
紹
介
。
Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）の
時
代
に
な
っ
て
も
看
護
・

介
護
は
人
手
、
労
働
環
境
３
Ａ

（
安
全
・
安
心
・
明
る
い
）へ
と
進

化
め
ざ
し
、
明
る
く
、
楽
し
く
、

元
気
よ
く
、
歴
史
を
変
え
て
行

き
ま
し
ょ
う
と
結
び
ま
し
た
。

　

特
別
報
告
は
、「
二
交
代
夜

勤
撤
回
に
つ
い
て
」「
夜
勤
協
定

を
守
ら
せ
る
運
動
」「
署
名
の
推

進
に
つ
い
て（
右
写
真
）」
が
あ

り
、
２
日
目
は
分
科
会
で
交
流

し
ま
し
た

　「わたしの超勤手帳」は届いていますか？
　県医労は、10月１日から15日までを、全
支部一斉記録期間として、すべての組合員が、

この「手帳」に時間外
をきちんと記載するこ
とにしました。始業前、
昼休憩の休めなかった
時間、終業後の時間外
をもれなく記載しま
しょう！時間外請求に
対する不当な言動は、
支部・本部で、交渉を
強めます。

不払い労働の一掃　　
みんなで取り組みを！

＠盛岡：野村証券前（12：00 ～ 13：00）
　　　⇒県医労７名　
＠花巻・北上：イトーヨーカドー（12：00 ～ 13：00）
　　　⇒中部５名

＜以下、11：00 ～ 12：00＞
＠奥州：コープアテルイ
　　　⇒胆沢５名、江刺３名
＠一関：コープコルザ
　　　⇒磐井５名、南光５名、　　　　　
　　　　千厩３名、大東１名
＠釜石：マルイチサンパルク店
　　　⇒遠野３名、釜石５名、　　　　　
　　　　山田１名、大槌１名

秋から署名が新たにスタート

「夜勤改善・大幅増員署名」
～県内５カ所・１０月７日（日）今年もやります～

初めて署名に参加する新人さんを
想定した長野の寸劇

講演する
田中千恵子さん

わたしの超勤手帳

お
待
ち
し
て

ご
参
加

い
ま
す
！
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青年部

　

９
月
７
日
～
９
日
の
３
日

間
、
つ
な
ぎ
温
泉
「
ホ
テ
ル
紫

苑
」
を
会
場
に
、
み
ち
の
く
ア

ク
ト（
日
本
医
労
連
東
北
地
方

協
青
年
交
流
会
）が
開
催
さ
れ
、

東
北
６
県
か
ら
青
年
１
１
９
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
岩
手
か
ら

は
55
名
、
県
医
労
は
８
支
部
・

本
部
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
開
会
式
は
、「
共
生
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ム
ー
ビ
ー
と
余
興
で
ス
タ
ー

ト
。
特
別
講
演
で
は
、
講
師
の

太
田
宣
承
さ
ん（
碧
祥
寺
住
職
）

が
「
一
人
十
色
の
人
生
観
」
と

題
し
て
講
演
さ
れ
、
人
と
の
接

し
方
、
寄
り
添
う
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
夕
食
交
流

会
の
班
対
抗
「
二
人
羽
織
で
わ

ん
こ
そ
ば
大
会
」
は
タ
イ
ム
を

競
い
合
い
、
参
加
者
全
員
で
楽

し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
。
小
岩
井
農
場
で
は
、
各

セ
ク
シ
ョ
ン
に
用
意
さ
れ
た
問

題
を
班
で
協
力
し
て
解
き
、
景

品
獲
得
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
手

づ
く
り
村
で
は
、
４
つ
の
体
験

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
伝
統
文
化

に
ふ
れ
合
い
ま
し
た
。
ア
ク
ト

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
夜
祭

り
は
、
各
県
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
余
興
で
全
員
が
一
緒
に

歌
っ
て
、
踊
っ
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
閉
会
式
で
は
、
各

班
が
写
真
の
中
か
ら
「
極
み
の

１
枚
」
を
選
び
、
代
表
が
ス
ク

リ
ー
ン
上
の
写
真
を
紹
介
し
な

が
ら
、
ア
ク
ト
を
ふ
り
返
り
、

よ
り
一
層
絆
を
深
め
ま
し
た
。

　

ア
ク
ト
フ
ラ
ッ
グ
は
岩
手
か

ら
青
森
へ
引
き
継
が
れ
、
来
年

の
北
海
道
で
の
全
国
ア
ク
ト
、

再
来
年
の
「
み
ち
の
く
ア
ク
ト

in
青
森
」
で
の
再
会
を
誓
い
ま

し
た
。

　

ア
ク
ト
開
催
に
あ
た
り
、
岩

手
医
労
連
青
年
部
は
昨
年
11
月

に
ア
ク
ト
実
行
委
員
を
結
成
。

県
医
労
も
５
人
を
実
行
委
員
と

し
て
派
遣
し
準
備
を
す
す
め
、

無
事
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

踊って、飲んで、交流して♪

アクトの出逢いを宝物に
踊って、飲んで、交流して♪

アクトの出逢いを宝物に
みちのくアクト in 岩手

みちのくアクトに参加した現地「岩手」の参加者と実行委員
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青年部

　県外の仲間たちも大変な労働条件のなか、頑張ってい
るのを聞き、元気づけられました。

一戸支部　○○　○

　企画運営の立場で関わりました。みなさんに楽しんで
もらえるように準備を重ね、アクトを成功させることが
できました。次は、全国アクトにも参加したいです。

二戸支部　○○　○○
 
　県内外の医療関係の方と交流でき、貴重な時間を過ご
すことができました。短い時間でも、仕事のことを忘れ
て、楽しめたので、リフレッシュになりました。

本庁支部　○○　○○
 
　たった３日間で深い絆ができました。宣承さんの話し
に泣いて、笑って、夜祭りでみんなで躍って、最初から
最後まで楽しかったです。

磐井支部　○　○○

  最初の班交流はお互い緊張していましたが、３日間を
通して仲良くなり、離れるのが寂しかったです。

南光支部　○○　○

　班長として参加。オプショナルツアーや班交流を深
める中で、班のメンバーも私も楽しむことができまし
た。来年の北海道、再来年の青森でのアクトにも参加
して、アクトでの出逢いを私の宝物にしていきたいと
思います。

南光支部　○○　○○

「みちのくアクト」の旗は、次の開催地・青森へ

夜祭り 1日目楽しんで
ない

ヤツいね
が〜

♪みんなでイカ踊り♪

♪どんどん♪

じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
♪

水
上
ハ
ム
ス
タ
ー
！

雫石あねっこに扮した
開会式司会

宣承さんと
ツーショット

雨ニモマケズ、
オプショナルツアー！手づくり村「藍染め」体験コース

2日目

秋田なまはげも
登場！
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憲法を守りぬくパワーあふれる

女性部

　

８
月
25
・
26
日
、
第
64
回
日

本
母
親
大
会
が
高
知
県
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
２
日

間
で
の
べ
８
３
０
０
人
、
岩
手

か
ら
は
57
人
、
県
医
労
か
ら
は

６
支
部
・
本
部
14
名（
家
族
含

み
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
全
体
会
は
、
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
「
清
流
太
鼓
」
で

開
幕
。
今
日
の
運
動
で
は
、
岩

手
か
ら
被
災
地
の
現
状
を
発
言

し
、
県
医
労
の
参
加
者
が
横
断

幕
を
持
ち
、
登
壇
し
ま
し
た
。

会
場
の
高
知
県
民
体
育
館
は
、

２
階
ま
で
参
加
者
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
２
日
目
は
、

24
の
テ
ー
マ
と
２
つ
の
特
別
企

画
に
分
か
れ
て
分
科
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
参
加
し
た
組
合
員
か

ら
は
、「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
太

鼓
、
文
化
行
事
の
よ
さ
こ
い

鳴
子
踊
り
な
ど
、
迫
力
が
あ

り
、
テ
ン
ポ
も
よ
く
感
動
し
ま

し
た
」「
講
演
を
聞
い
て
、
誰

か
が
や
る
の
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

今日の運動で、横断幕を持つ県医労組合員 い
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
」「
平
和

を
維
持
す
る
た
め

に
も
憲
法
は
大

切
」「
去
年
は
岩

手
で
、
今
年
は
高

知
で
エ
ー
ル
交
換

が
で
き
て
感
動
。

女
性
参
政
権
発
祥

の
地
・
高
知
で
、

パ
ワ
ー
を
も
ら
い

ま
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

憲法を守りぬくパワーあふれる

全体会会場の高知県民体育館を埋めつくす参加者

左＝オープニングの『清流太鼓』。
右＝ジャズダンスにアレンジした
「よさこい鳴子踊り」

憲法とともに歩みつづける
～子どもの未来・くらし・平和～

　渡辺　治さん

（一橋大学名誉教授）

　憲法は誕生してから、何度か改悪の危
機を乗り越えてきた。それが軍事化の歯
止めになって来た。いま、再び安倍政権
に改悪されようとしてる。安倍首相は、
市民と野党の共闘に恐ろしさを感じてい
る。改憲を許さないために、3000万署
名を文字どおり3000万になるまで、あ
きらめずにがんばりましょう。そして、
来年の母親大会で「私たち、やったよね！
アベつぶしたよね」と言える大会にしま
しょう。

記念講演

第64回日本母親大会 in 高知　8月25・26日

女性参政権

発祥の地で
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職
員
は
減
っ
て
い
る
の
に
補

充
が
な
い
。
そ
の
分
、
委
員
会

や
係
な
ど
の
仕
事
が
増
え
る
現

状
に
ぐ
っ
た
り
。

中
部
支
部　

ス
イ
カ
が
お
い
し
い

　

　

　

猛
暑
日
が
続
い
た
今
年
の

夏
。
冬
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う

と
、今
か
ら
不
安
に
な
り
ま
す
。

あ
ま
り
雪
が
降
ら
な
い
と
い
い

の
で
す
が
。

久
慈
支
部　

ジ
ョ
ン
マ
マ

　

　

　

子
ど
も
よ
り
お
年
寄
り
が
ど

ん
ど
ん
多
く
な
っ
て
、
病
院
は

必
要
不
可
欠
な
の
に
、
働
き

た
い
と
思
え
る
病
院
が
な
い
。

も
っ
と
働
き
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
病
院
に
し
て
ほ
し
い
。

中
央
支
部　

ラ
ン
ち
ゃ
ん

　

　

　

里
帰
り
出
産
を
終
え
、
盛
岡

に
帰
っ
て
き
た
。
今
ま
で
親
に

助
け
ら
れ
て
い
た
ん
だ
な
と
実

感
。
育
児
楽
し
ん
で
い
け
る
と

い
い
な
。

中
央
支
部　

ｎ
ｉ
ｍ
ｉ
ｙ

　

　

　

今
年
は
暑
か
っ
た
！
地
球
は

ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
!?

久
慈
支
部　

ラ
イ
ム

　

　

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
夫
と
東

京
の
寺
廻
り
を
し
た
。
地
図
で

見
れ
ば
近
く
に
見
え
る
寺
は
、

登
り
下
り
の
大
修
行
だ
っ
た
。

し
か
も
気
温
37
度
超
え
。
生
き

て
帰
れ
て
よ
か
っ
た
。

江
刺
支
部　

首
に
麻
酔
を
打
つ
女

　

働
き
方
改
革
で
何
が
変
わ
っ

た
ん
で
し
ょ
う
か
。
超
勤
も
書

き
づ
ら
い
状
況
で
、
何
も
変
わ

ら
な
い
…
。

中
央
支
部　

カ
ー
ビ
ィ

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス（
Ｗ

Ｌ
Ｂ
）
と
は
、
一

言
で
い
え
ば
「
生

活
と
仕
事
の
調

和
・
調
整
」。「
生

活
の
充
実
に
よ
っ

て
仕
事
が
う
ま
く

進
む
、
仕
事
が
う

ま
く
い
け
ば
、私
生
活
も
潤
う
」

と
い
っ
た
、生
活
と
仕
事
の「
相

乗
効
果
」
と
さ
れ
て
い
る
▼
日

本
看
護
協
会
か
ら
も
、
看
護
職

の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
推
進
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
が
出
さ
れ
、「
多
様
な
勤
務

形
態
」
を
中
心
と
し
た
、
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
や
、
そ
れ
を
支
え
る

制
度
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
冒
頭
で
は

「
も
し
、
幸
せ
じ
ゃ
な
い
看
護

職
が
看
護
を
し
た
ら
、
患
者
さ

ん
は
不
幸
、病
院
は
不
況
」「
幸

せ
の
連
鎖
は
、
看
護
職
の
Ｗ
Ｌ

Ｂ
か
ら
始
ま
り
ま
す
」
と
し
、

看
護
職
の
働
き
方
改
革
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
は
看
護
部
長
だ
と
説

明
さ
れ
て
い
る
▼
医
療
局
も
多

様
な
勤
務
形
態
の
運
用
を
す
す

め
、現
在
は
「
12
時
間
二
交
代
」

を
必
死
で
拡
大
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
看
護
部
全
体
の
Ｂ
Ｓ
Ｃ

で
も
「
12
時
間
二
交
代
」
の
増

加
を
目
標
に
掲
げ
、
あ
た
か
も

希
望
し
て
い
る
職
員
の
願
い
を

叶
え
る
か
の
よ
う
に
試
行
及
び

実
施
に
前
の
め
り
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
純
粋
に
や
り
た

い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
る
の
は

果
た
し
て
何
人
だ
ろ
う
。
首
都

圏
か
ら
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
想
像

し
て
い
る
二
交
代
制
は
県
立
病

院
に
は
残
念
な
が
ら
な
い
。
そ

も
そ
も
、
多
様
な
勤
務
形
態
を

叶
え
ら
れ
る
労
働
時
間
管
理
等

の
基
盤
と
な
る
労
働
環
境
が

整
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
▼
根

本
と
な
る
問
題
が
解
決
さ
れ
な

い
ま
ま
で
は
生
活
と
仕
事
の
相

乗
効
果
は
得
ら
れ
な
い
。「
現

状
を
よ
く
理
解
し
、
現
場
の
声

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
」
そ
れ
か

ら
始
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
。�

（
り
）

８
月
号
パ
ズ
ル

８
月
号
パ
ズ
ル

　

８
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
31
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
８
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ま
ん
ぼ
う
、
も
も
ま
ま
、

に
ゃ
ん
吉
郎（
以
上
、
中
央
支

部
）、
昭
和
生
ま
れ
の
母（
中

部
支
部
）、
み
か
ん
娘（
江
刺

支
部
）、ぱ
ん
だ（
磐
井
支
部
）、

折
鶴（
南
光
支
部
）、み
ー
ち
ゃ

ん（
大
東
支
部
）、
ジ
ャ
ン
ボ

う
さ
ぎ（
大
船
渡
支
部
）、や
っ

て
ら
れ
な
い（
山
田
支
部
）



10月の予定
１日（月）	 精神医療関係労組全国交流集会（２日目、倉敷市）
６日（土）	 岩手医労連青年部第38回定期大会（勤労福祉会館）
11日（木）	 「憲法・いのち・社会保障をまもる10・11国民集会」
	 （日比谷野音）
13日（土）	 県医労第160回中央委員会（エスポワールいわて）
14日（日）〜15日（月）
	 2018年共済推進全国交流集会（福岡県）
19日（金）	 岩手医労連女性部第32回定期大会（県民会館）
20日（土）〜21日（日）
	 第6回いわて労連機関紙セミナー（ユートランド姫神）
27日（土）〜28日（日）
	 フレッシュセミナー（ホテル志戸平）
	 第63回はたらく女性の中央集会 in ヒロシマ

と　き　11月3日㈯～4日㈰
ところ　ホテル紫苑
記念講演　千葉 星子さん
　　　　(IBCテレビレポーター・料理研究家）

年金講座　小野寺 栄悦さん
　　　　(岩手自治労連 中央執行委員長）

と　き　11月3日㈯～4日㈰
ところ　ホテル紫苑
記念講演　千葉 星子さん
　　　　(IBCテレビレポーター・料理研究家）

年金講座　小野寺 栄悦さん
　　　　(岩手自治労連 中央執行委員長）

と　き　11月3日㈯～4日㈰
ところ　ホテル紫苑
記念講演　千葉 星子さん
　　　　(IBCテレビレポーター・料理研究家）

年金講座　小野寺 栄悦さん
　　　　(岩手自治労連 中央執行委員長）

2018年

11月2日㈮
　10：00～12：00
水産会館5階大会議室

2018年

11月2日㈮
　10：00～12：00
水産会館5階大会議室

2018年

11月2日㈮
　10：00～12：00
水産会館5階大会議室

秋年末闘争要求実現秋年末闘争要求実現
県医労中央決起集会県医労中央決起集会

職場改善のため、団結して声をあげよう！職場改善のため、団結して声をあげよう！

がんばろう！がんばろう！

11月の予定
２日（金）	 県医労中央決起集会（水産会館）
	 支部長会議（水産会館）
３日（土）	 秋の県民集会（サンビル）
３日（土）～４日（日）
	 岩手医労連壮年部集会（ホテル紫苑）
11日（日）〜12日（月）
	 災害対策全国交流集会2018 in いわて（大槌町）
16日（金）〜17日（土）
	 県医労職制組合員集会（優香苑）
25日（日）〜27日（火）
	 青年部結成60周年記念企画
	 　〜神戸・大阪USJへの旅〜

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

10
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！


